
 

 

◎ 予算・定数・機構編成のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 予算総額  

< >内は、１定補正（臨時福祉給付金を除く地域経済対策分）を含む額である。詳細は別添「予算の

概要」のとおり。 

● 定数・機構  

【機構再編による体制強化】 

○子ども・子育て支援新制度及び待機児童対策に向けた体制強化 

○児童相談所と区等関係機関との連携強化   ○国際経済戦略室の新設   

○創造都市さっぽろの推進に向けた体制強化  ○(仮称)市民交流複合施設の整備体制強化 など 

 【重要施策推進、行政需要増加への対応に向けた定数増】 

○保健師の地域保健福祉活動の更なる推進      ○国際芸術祭開催に向けた体制の強化      

○生活保護世帯数増加による増        ○市立病院医師職・医療技術職の増 など 

【業務見直しに伴う定数減】 

○学校用務員業務の効率化          ○道路パトロール業務の一部委託化 

○学校給食調理業務の一部委託化 など 

 

 

 

 

 

 

区  分 平成 26 年度 平成 25 年度 比較増減 増減率 

一般会計 ８,８４８ 

<８,９７２>

８,５２４ 

<８,６８６>

３２４ 

<２８６>

３．８％ 

<３．３％>

特別会計 ３,６０７ ３,５１８   ８９ ２．５％ 

企業会計 ２,９０８ 

<２,９４３>

２,４８３ 

<２,５３３>

４２６ 

<４１０>

１７．１％ 

 <１６．２％>

合  計 １５,３６３ 

<１５,５２２>

１４,５２５ 

<１４,７３７>

８３８ 

<７８５>

５．８％ 

<５．３％>

平成 26 年度 予算・定数・機構編成について 

（単位：億円） 

○ 平成 26 年度は、市長 3 期目最後の本格的な予算・定数・機構の編成であり、最終年次となる「第 3 次

札幌新まちづくり計画」及び「札幌市行財政改革推進プラン」の目標達成に向けた取組を着実に実施。

○ 「札幌市まちづくり戦略ビジョン」の策定後、初めて編成する予算として、今後、札幌が目指すべき都市

像の実現に向け、力強いスタートダッシュを切るための取組を積極的に盛り込んだ結果、一般会計予

算は市政史上最大の規模。 

○ 国の「好循環実現のための経済対策」の積極的な活用に加え、単独事業も含めた平成 25 年度補正予

算との一体的な予算編成により、地域経済活性化に資する防災力強化等の事業を切れ目なく実施。 

○ 効果的・効率的な執行体制づくりを進めるとともに、子育て環境や地域福祉の充実、国際経済施策や

創造都市さっぽろの推進など、「札幌市まちづくり戦略ビジョン」に掲げる行政課題へ的確に対応。 

・平成 25年度職員定数 14,028 人 ⇒ 平成 26年度職員定数 14,063 人（35人の定数増） 

≪問い合わせ先≫ 
○予算関係：財政局 財政部 財政課         ℡211-2212（担当）中澤、里 
○定数関係：総務局 職員部 人事課         ℡211-2072（担当）青山、田頭 
○機構関係：市長政策室  改革推進部 推進課      ℡211-2061（担当）米澤、立野 
○総括関係：市長政策室 政策企画部 政策調整課   ℡211-2206（担当）梅田、砂田 


